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1.縄 . 自
植物病原菌に対する抗菌物質または対抗貫生物を用いて作物病害を防除しようという
研究は，近年いちじるしく活穫に定まっているが実用化の域に遣しているものはほとんど
たい.筆者らは植物病原菌に対する対抗徴生物を広〈探索し，利用できる可能性のある徴
生物を選び出そうとしている.土，塵挨その他広く自然界から放線菌を分離し，対抗曹を
選び出しているうちに，Giboerella zeaeその他の植物病原菌にかたり強い抗菌力を示す1
菌株をえたとの菌株が生産する抗菌物質〈本報告では仮に30-10物質と呼ぶ〉は放綿菌
が生産する既知の抗糸飲菌物質と具なるようであるので，まだ充分の結果はえていたいが
速報的に報告する.との物質はまだ純化精製していたいので種々の理化学的性質を既知の
ものと比較するのは困難であるが，本報告では抽出組物質について抗菌スペグトラム，溶
解性，安定性等についてしらペた結果を報告する.精製法たよび物質の理化学性について
は後日報告するつもりである.
IJ. Strξptom抑制 sp.30-10株の性欲
本菌株は1953年，倉敷市酒港町の人療の壁土から分離したもDである.Gi，めerellazeae 
君主どをf試験菌とした agardisk methodによる screeningで選出した
300Cで potatosucro田 agar斜面培養についての顕微鏡的観察によると，
気中菌糸:無色，無隔膜糸赦で巾 0.5-1.0μ.
胞 子:無色球根又は楕球吠， 0.7-1.4.μ，線般に多数速なる.
種々の熔聾上の性質は第1表に示す遁りである.
II. 30-10物質生産の儀件
tみγψtomyce，.sp. 30--10株は種 4の液体培養基に生育しτ拭萄物質を生産する.三角ァ
ヲスヨで色荷の液体培養基に表面場養した場合の抗着物質生産快況を比岐し?と0が第2表
である.馬鈴薯，大豆粉，鑑君主ど植物質の培養液が適当なようであり， starch釦 lution，
glucose broth， Czapek's釦 lutionでは抗菌物質生産力は低い.ベプト γ加用 potato
decoction， gluco舘 brothでは 300C16日増養の後には沼液の抗菌力は消滅した.
Potato decoctbnで熊糖の量をいろいろに変えても 10日自の措液の抗菌力には著しい
差は認められ主主いが， 16日後になると糖の量が少ないものほど抗菌カが低下しているよう
〔農学研究第43巻第2号 63-72頁 1955) (ω) 
である.starch solution， Czapek's solutionでは菌の生育があま り良好で放いためか抗
菌物質の生産が沿そいようである.20g!1 ([)蕉摘を加えた ptotatodecoctionと gluco鵠
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brothでの抗菌物質生産の様子を比較したのが第1図である. 特養は 100ml三角フラス
コに印刷 の培養液を入れ，Strφtomycu. sp. 30-10株の potatosucrose agar.斜面培
養の胞子と菌体を植付けて表面培養したものである.図の値は何れも3本のフラスコから
とった試料を混合したもむについて， 3回反覆測定値の平均であ り， cup言語でえられた阻
止円の置径で示してある(拭菌カ価の測定方法などについては弐項に述ペる).どちらむ婿
養基でも 300沿よぴ 330Cでは 4-6日自に措液の抗菌カ備はほぼ最高になり， 280Cでは
それよ り1- 3日沿くれる.以後 potatodecoctionでは措液の抗菌カ価に大き君主変動は
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第 1図 培養日数と漉液の抗菌力
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百t<徐々に低下の傾向が見られる. Glucose brothでは 280Cの場合には描液の抗菌力は
10日後にもまだ増大の傾向を示しているが， 300， 330Cでは最高に達した7日目頃からや
や念速に低下し特に 330Cの場合に著しい.時養液への菌の植付量が少泣い場合には液中
の抗菌物質濃度が最高に達するには時聞がかかり， 500ml三角フラスコに 1印mlの培養
液を入れ前の場合と同程度の菌を植付け?と場合には 9ー 12日自に最高に主主る.培養してい
る聞に埼養液の pHは中性から弐第に酸性に傾き， 500mlフラスコで培養した場合 10日
目頃にはpH4.6-5.4に変るが， pHと措液の抗菌力の聞には直接の関係は認必られ泣い
ようである.Potato decoction， glucose brothでは褐色ー黒褐色の色素を生産するが，
色素生産の多少も抗菌物質生産量には無関係である.
lV. 30-10物質の検出と定畳
StTφtom}'ces sp. 30-10株の生産する抗菌物質には，GibbeTella zeae， ColletotTichum 
lindemuthia側 m tJ.どが高い感受性をもっているが， cup法で阻止円を測定する場合 G.
zeaeが適当である.定量には cupmethodが最も適当であり本報告中の抗菌力測定値は本
法による数値である.筆者らは弐のよう主主方法でcupmethodを行った.先づシャーレに
pH 7.0ー 7.2に調整した potatosucrose agar 15mlど注入固化させて baselayerに
しその上に cupを立て， G. zeaeの 1ー 2週間培養の胞子を懸濁させた potatosucrose 
ag紅〈胞子密度約0.5x10γml) 5mlを baselayer上に流して cupを固定し，その後
試料を cupに満して場養し，形成される阻止円を24-30時間後に測定した.
本物質の稀釈単位を決定し cupmethodの阻止円の大さと物質濃度の関係を知るため
に ag訂 streakmethod，スライド法を用い，比較のために papermethodも行った.
スライド法では G.ze~e の胞子を KN03 1.05， KH2P040.5g， MgS040.2g蕉塘10.0g，
水 1の組成の液に懸濁し，胞子密度を約4x10' Imlにして用いた.培養措液からベγゼ
γ，アセト γで抽出した油扶粗物質を，上記組成の液で稀釈して行っ充実験結果を ag訂
streak method， cup method， paper methodと比較したのが第3，第4表である.G. 
zeaeに対する 30-10物質の最高稀釈限界は ag訂 streak methodではスライド法を用
いた場合ほど結果が鋭敏にえられ訟いので，稀釈単位としてはスライド法で G.zeaeの胞
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第 3表稀釈単位の決定 第4表濃度と阻止円の大き
4降
d担隆.u./m司tl 
Agar 
'‘ B提 !l: 
阻止問の大さ tmm)
事希釈 t見発ラ芸FイE担ド%法) ~山h由-"民 稀釈 d. u.fml 
mCuep thod hmePdEzr od method 
10 6.0 。 l w 44.0 30.5 
20 3.0 。 1.5 40 -41.0 
30 2.0 。 2 30 -40.5 
40 1.5 0.6 
2.5 24 39.0 
50 1.2 0.5 
ω 1.0 1.0 
3 20 36.5 
70 1.5 4 15 35.0 
80 3.2 5 l2 33.0 trace 
90 4.6 10 6 28.5 trace 
100 0.6 4.7 15 4 25.5 
110 :70 3 :73.0 。
120 土 25 2.4 22.0 
130 土
30 2 21.0 
140 
150 土 35 1.7 19.0 
200 13.2 + 40 1.5 17.0 。
∞ntrol 87.3 * 50 1.2 15.5 
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子の発芽率が1%以下にたった点の抗菌
物質濃度を稀釈単位にとるととにした.
本物質を G.zeaeを試験菌にして定量
ずる場合，表からも明かたよろに paper
methodは cupmethodに比ペ利用価値
が少ない.Cup methodによる阻止同D
直径と30-10物質浪安の関係は第2図に
示すようにたるが，大体2-30 d. u./ml 
の範図では物質浪費の対数と阻止円の大
さはか君主りよく直線関係をあらゐす.
pHの変化と阻止円の大さの関係を知る
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第 2図 30-1O物質濃度と阻止円の大き
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ために，塩酸，苛性ソーダで培養謂液の pHを色々に変えて阻止円の大さをしらペ?ととと
ろ，実験した範闘では pH3.8--9.2 D聞で阻止円の大さには著しい変動は見られたかっ
た.
V.' 30-10物質の抗菌スペクトラム
Agar streak methodで30-10物質の抗菌スペクトラムをしらペた.30-10物質の試料
は埼養誼液をペンゼγ， アセトン叉はアJレコールで抽出したもDであり，殺菌水で種k
の段階の稀釈系列を作った.培養基は糸献菌には pH7.0ー 7.2の potaωsucroseagar 
を用い， bacteria， yeast， yeast-like fungi には nutrientag釘を用いた試験菌を平
(“) -16ー
根上に streakし叉は増養商休を置いた後，糸扶曹は260Cに，その他は泊。Cに3ふる0
時間樗養して菌D発育の有無をしらペ?と.特に胞子を streakした糸扶菌の場合には鏡検
して発芽の有無を確認し，菌体を置いたものでは菌糸の発育の有無をしらペ?と.第5表に
実験結果を示す.
第 5表 30-HI物質の抗菌スペクトラム
理世世主有効阻止濃度 d.u.Jml 最低有効阻止濃度 d.u.Jml 
Bacillus subtilis 200-300 Fusarium bulbigenum var. nelumbj，印111m6ー 12
En瓜ポa町。itkae >';5(} FlIs. ca，昨u/eum 309-7開
Esche門ichiacoli commu'IIor >';59 Fus. lim (東大植病株〉 6-12 
Staphyloa附 usallreuJ 60-120Y F，凶 .lini ca技研株〉 6-12 
Xanthomor闘soryJlae 150-300 Fus. lyco;ρersici 12--6G 
S出 charomycessake (当所所見量株〉 300-750 Fus. niveum 25-38 
S accharanc:yces sakeく東大願徴研株) 2∞-3加 Gibberella Fujikuroi 38-';5 
Gibb. zeae (鈎89) 0.6-1.5 
Candida a肋・CtUおく長尾研究所株〉 >';50 Gibb. zeae (42) 2.4-4.8 
Candida albi・cans(東大願徴研株〉 >'iOO Gibb. zeaeく匁61) 2.4-4.& 
Monilia sp. >750 Gl制 S伊riumlI~/umbii 3--6 
Torula uti lis >'i町1 ル1etarrhi:tiumanisoJ耐lae 6-12 
Alt官官ariakikuchiana 150-2∞ 。倒的ratkstructor 12-6B 
Alt. solani 2.4-4.8 Ophiobolur miyabemrus 200-3(，)0 
Astergills jfaws 15(，)-200 Penicillium chTysogenum 6-12 
Asp. niger 300-600 Pen. gloucum 3-6 
A!p. 0ηzGe 12--60 Rバculariaoryzae 4.8-9.~ 
dゅ'.oryfJae (織委寄生前，山野株〉 :0--600 Pythium sp. 3何-750
Botrytis bas.ran:l 。-12 Rhizoct01lia solani 4.8-9.6 。ratotsomellajimbriata 6Gー 120 Roselliniαnecatrix 60ー 120
CoUetotrucli出鴫 lae官同lrium 1.6-.-3 Sclerotinia libertana 4.8--9.6 
Coll. Unゐ明uth白露um 0.6-3 Sd. minor <5 
αmicium centrifugum 15(，)-300 Thielavia basicola 3(附-7oO
臼rt・gr崎 ai憎um 159-3(，)日 Trichoderma sp. 240-480 
C耐 .s，田 α，ki 60-120 Tric/u.柿'ytc帽 interdigitale 25-38 
Bacteria， yeast， yeast-like fungiはまったく抑制され汲いもむか叉は非常に高濃度で
ないと抑制されたいものが多く，糸欺商が一般に感受性が高い.Alternaria SJ1!l1Ji， Botrytis 
bars臼na，Colletotrichumや Glotlコゆorium注どの炭症病菌， 2， 3の Fωarium，G必伽ella
%eae， Piricularia oryzae， Petlicillium， Rhizoctonia $olani， &Ierotinia libertiana， &1. minor 
1l.どは比較的低濃度で抑制される.Aspergillus niger， TrichoゐrmaSp.君主どはかたり高濃度
でも抑制され君主い.叉既知の多くの抗糸扶菌物質で抑制される Candidaalbictlll$， Torula 
utilisは却 1ー0物質に全く感受性がたく，RhizJpu$ nigricansも2似ト抑制.u.jmlでは巴
めて抑制される.
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Vl. 30-10物質@安定性
培養措液の pHを色々に変えて熱に対する安定性をしらペ?と. 第7表にその結果を示
す.pH 5.2ではlOOOC35分の加熱でもほとんど安定であるが， 2.0， 11.0では1∞。C10 
分で活性を失い， 9.5ではかなり不活性化される叉 pH5.4で 38mm([)阻止円を示す
措液を 1200C20分熱処現したととろ阻止円 28mmに活性が低下したとれらの結果か
ら，常温では強いアノレカリ性で不活性になるが酸性側では比較的安定であり，熱処理した
場合でも徴酸性ではかなり熱に安定君主物質のようである.場養UI液 (pH5.4)を種々 の温
度の定温器中に貯蔵して抗菌カの変化をしらペ?と.第8表に示すように冷離庫中では13日
後でも抗菌カには変化が見られす=， 300Cでは少君主くとも7日.330Cで5日後までは抗菌
カにまったく変化は見られない.
第 7表 30-10物質の耐熱性
加熱時間 1000C
pH 
10分 35分 無it理
2.0 。 。 33.5 
5;2 34.0 33.5 35.0 
9.5 29.0 27.5 33.0 
11.0 。 。 。
緒豊豊富量液を猛酸， 苛性ソーダで
pH調整し cupmethodで3測
定値の卒均くmm)
第 8表 30-10物質の保存性
保 存 日
2 5 7 
i;:e加x 36.5 37.0 36.5 37.0 
3QOC 36.5 37.0 37.5 37.0 
330C 36.0 37.5 36.5 34.5 
pH 5.4の婿繋溢液
cup methodで3測定値の平均 (mm)
VII. 30-10物質 の 抽出
数
13 
37.0 
34.0 
32.0 
30-10物質は種々の有機溶媒で格養鴻液からとり出せる. pH 4.0. 5.4， 6.4. 10.2の
どの pHでもペンゼγ，グロロホJレム，酷酸アミ 1レには桶めてよC移行しjエーテル，プ
グノーノレにもよく転博する.石油エーテルには移行し難い.ペシゼシによる抽出率は良好
でpH5.4の培養源液を 1/4量のベγゼγで抽出すると少な〈とも 80%以上が抽出でき
る.ベγゼシで抽出し溶媒を溜去すると資補色飴扶物が残るが，有効部分陰石油エーテル
を除く上記溶媒の外，アセトγ，メタノーJレ，エグノールなどによく溶解する.71<.石油
エーテルには難情である.精聾官憲液から活性炭には 3.2-9.3のどの pHでもよく吸着さ
れる.吸着後アセトγ，メタノーJレ，エタノーJレなどで椿出出来るが，溶出率は不良で，
最も溶出率良好君主アセトシでもlOOC. 240Cで30分ゐよび60分処理しft場合， どの温
度，時間でも約4%内外しか椿出出来君主い.活性白土，活性アルミナには吸着され君主い.
アセトγ，メタノール，エグノーJレでは菌休から抗菌物質は抽出されない.本物質はまだ
精製純化してい君主いので，精製法や理化学性については後日報告するつもりである.
VIII.考事
本報告の結果だけで. 30-10物質と放線菌が生産する既知物質との異同を論十るの除不
充分であるが，本物質の抽出組物質ο抗菌スペグトラム，溶解性，安定性君主どを既知物質
と比較し，既知物質が本物質と具君主る点をまとめたのが第6表である. との表から 30-10
(70) - 20ー
物質は既知物質のどれとも呉たるようであり，治そらく新物質で‘はたいかと思われる.更
に精製純化したものFこついて物理化学的ゐよび生物学的検討を加えた上報告し，物質の命
名もその機会にゆづりたい.
lX.摘 要
キ直物病原菌に対する対抗微生物の選択中，Gibberella zeaeにかたり強い抗菌力を示す
Stre.ρt:m;ycu sp. 30-10株をえ， とD菌株が生産する抗菌物質が新物質で、はないかと，恩わ
れるので報告する.本菌徐の生産する抗菌物質 (30-10物質)は potatodecoctionその
他植物質の培養液中によく生産され， G. zeaeの他 Collctotrichumli71ゐmωhia7lum主主どの
茨底病菌，二，三の Fusarium，&lerati7lia 主主どに効果があり，Aspergillω 71iger， Rhizopw 
71igrica間程どに効果少く，Candida albica7ls， Tu問 lautilisなどに無効で ye槌 t細菌類に
も多くは効果がたい.抽出粗物質はアセトシ，メタノール，エグノーJレ，プタノーJレ，酷
酸アミノレ，エーテJレ，クロロホルム，ベンゼYtJ:ど多くの有機溶媒によく溶けるが，水，
石油zーテルには難溶である.強い酸性またはアルカリ性以外では常温で安定であり，熱
に対しても徴酸性側で比較的安定である.培養措液を 330C に5日聞置いても措液の抗
菌カには変化が認められ君主い.抗菌スペクトラム，安定性，溶解性などを肱知物質と比較
すると， 30-10物質は放棋菌が生産する抗群母抗糸獄菌物質として知られているどの物質
とも異君主る新物質のようである.
本研究は文部省科学試験研究費による成績の一部である.菌株そむ他の資料を下さった
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